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――注意事項―― 

 

・会場内は飲食禁止となっております。 

・会場内は全面禁煙です。 

・クロークはございません。 

・回廊部は立ち入り禁止となっております。 

・女性用トイレは少ないのでご注意ください。 

・ご不明な点は係員にお尋ねください。 

 

皆様ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

キックオフシンポジウム 

日時：2017 年 11 月 3 日（金）祝日 10：00～16：00 

場所：東京大学 安田講堂 
 



キックオフシンポジウム プログラム 

 

 

【午前の部】 

 

 

10：00-10：10  開会の辞 

2020年東京オリンピック・パラリンピックに係る救急・災害医療体制を検討する学術連合体 

コンソーシアム代表 横田 裕行 

10：10-10：20  本コンソーシアムについて 

2020年東京オリンピック・パラリンピックに係る救急災害医療体制検討合同委員会 

委員長 森村 尚登 

10：20-11：20  基調講演                

座長 坂本 哲也 

『 Emergency Medical Services London 2012 Olympic and Paralympic Games』 Dr.Pamela Venning  

 

11：20-11：35  質疑応答 

 

11：35-13：00  昼 食 

 

【午後の部】  セッション「各組織の取組みと今後の展望」Part 1                                        座長 嶋津 岳士 

 

 

13：00-13：10  東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会     大会準備運営第一局医療サービス部 宮本 哲也 

 

13：10-13：20  日本臨床救急医学会                                                                代表理事 坂本 哲也 

 

13：20-13：30  日本集団災害医学会                     東京オリンピック・パラリンピック対策委員会 委員 久保 達彦 

 

13：30-13：40  日本外傷学会                         東京オリンピック・パラリンピック特別委員会 委員長 大友 康裕 

 

13：40-13：50  日本熱傷学会                     オリンピック・パラリンピック開催準備特別委員会  委員長 佐々木淳一 

           

 

13：50-14：05  休 憩 

 

【午後の部】  セッション「各組織の取組みと今後の展望」Part 2                                       座長 森村 尚登 

 

                       

14：05-14：15  日本中毒学会                                                                       理事 黒木由美子 

 

14：15-14：25  日本集中治療医学会     危機管理委員会MCI発生時のICU運用体制検討ワーキンググループ長 櫻井   淳 

 

14：25-14：35  日本救急看護学会                                                                       理事 浅香えみ子 

 

14：35-14：45  日本救急医学会   東京オリンピック・パラリンピックコンソーシアム活動対応特別委員会 委員 杉田   学 

        

14：45-14：55  東京都医師会                                                        理事 新井  悟 

 

14：55-15：10  休 憩 

 

 

15：10-15：50  総合討論                                                                   座長 嶋津 岳士・森村 尚登 

  

15：50-16：00  閉会の辞                                                  

  東京都医師会 副会長 角田  徹 

 

16：00       終 了 

 

 
講師：Dr.Pamela Venning, DSC，Ph.D，RN 

2002 年マンチェスター大学にて博士号取得。英国のみならず欧州全域にて開催される数多

くの国際的スポーツ・イベントにおいて、医療部門、医療ドーピング部門を率いている。

2017年ロンドン世界陸上では、メダル有力選手が感染性胃腸炎と診断され大会側が 48時間

隔離を行なった事について、大衆は批判的であったが必要な医学的処置であったとしてメ

ディア対応し賞賛された。2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピック組織委員会医療

部門長、2002年から大マンチェスター治安判事裁判所裁判官も務める。 

 

マス・ギャザリング・イベント医療対応関連 

2001～2002年、XVII Commonwealth Games, Manchester、医療班の Senior Manager 

2007～2012年、ロンドンオリンピック・パラリンピック組織委員会医療部門長 

2014～2015年、バク欧州競技大会運営委員会、医療ドーピング部門長 

2016～2017年、ロンドン第 16回世界陸上競技選手権大会、医療部門長 

現在、欧州競技大会 2019 ミンスク大会運営委員会・欧州オリンピック委員会委員 

 

主な研究論文： 

Venning P.  Health and Medical Services for the 2012 Olympic Games. British Journal of Nursing. 2012, 21,3, 
173. 

Venning P,  Drury A, Roland M, Roberts C, Leese B. Randomised controlled trial to compare 

the cost effectiveness of general practitioners and nurse practitioners in primary care. BMJ,  
2000, 320, 1048 -1053. 

Venning P, Roland M. New opportunities in practice nursing. BMJ, 1995, 311, 3. 
Bardsley MJ, Venning P, Cham WC, Hasan T, Neal DE. A self administered patient questionnaire in the 

assessment of symptoms before and after prostatectomy. British Journal of Urology, 1992, 69 375-380. 
Firth-Cozens J, Venning P. Audit officers: what are they up to? BMJ, 1991. 303, 631-632   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：2020年東京オリンピック・パラリンピックに係る救急・災害医療体制を検討する学術連合体 

   平成 29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

           「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けての救急・災害医療体制の構築に関する研究」 

   東京大学医学部附属病院災害医療マネジメント部 

 

後援：駐日英国大使館 

 
 


